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バンコク研究連絡センターの活動報告書「バンコクの風」の２０１８年度第１号（２０１８年４

－６月分）をお届けします。 

本報告書がカバーする期間は、毎年そうですが、各地の大学を訪問し、JSPS の国際事業を紹介す

るガイダンスセミナーを集中的に開催しています。翌年度事業への応募締め切りが、９月、そし

て申請手続きは、すべて日本側のホスト（もしくは共同）研究者によってのみ可能という条件が

あるため、締め切りまでの２，３か月をかけて日本のホストと十分な打ち合わせができるよう配

慮して開催しています。この毎年恒例のガイダンスセミナーは、直接大学の先生がたに JSPS 国際

事業を紹介できること、そしてそれらの先生方から率直な疑問や質問を受けるいい機会になって

います。そのいくつかは報告の中で紹介しておりますので、お目を通して頂ければと思います。 

西日本を襲った豪雨は、多くの死者や未曾有の被害を残しました。復旧の先行きが未透明な中、

国会では、豪雨被害の救済をそっちのけで、参議院の定員増や、IR 法案（いわゆるカジノ法案）

などが会期末のどさくさに紛れて、与党の強行採決のような形で採択されました。これに限らず

この数年の国会状況は、日本の民主主義の崩壊を示しているように思えて仕方ありません。「驕

れるもの久しからず、盛者必衰’の・・・」謙虚さこそが、日本が世界に誇れるものだったの

に・・・・                      

2018 年 7月吉日 

  JSPSバンコク研究連絡センター長 

山 下 邦 明 

センター長挨拶 
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タイ最北部チェンラーイ県の
メーファールアン大学で JSPS
事業説明会を実施しました。
同大学は今年 9 月で設立 20 周
年を迎える比較的新しい国立
総合大学で、当センターによ
る事業説明会は 3回目となり
ます。今回は約 15 名の方にご
参加いただきました。           
冒頭に同大学副学長の Dr. 
Chayaporn Wattanasiriから 

歓迎のご挨拶及び大学のご紹介をいただき、続いて山下センター長から当会の概要説明、冨山副センター長
から外国人研究者招へい事業、研究拠点形成事業等、各種国際事業の説明を行いました。その後の質疑応答
では、論博事業の応募資格詳細や外国人特別研究員（一般）の選考で重視される点は、といった具体的な質
問をいただき、当会国際事業に対する関心の高さを伺うことができました。 

         

    

 

 

（JSPS Bangkok Office ホームページ：http://jsps-th.org/2018/05/17/6288/） 

 

 

 

 

バンコク研究連絡センターは、タイを中心に担当国の大学等高等教育や研究機関を訪問し、JSPS
事業説明会を行っています。当センターが訪れた機関の紹介と事業説明会の様子をお伝えします。 
バンコク研究連絡センターは、タイを中心に担当国の大学等高等教育や研究機関を訪問し、JSPS
事業説明会を行っています。当センターが訪れた機関の紹介と事業説明会の様子をお伝えします。 

メーファールアン大学で JSPS事業説明会を実施（5/17）  

左から:Dr. Chayaporn副学長と山下センター長 
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タイ北部チェンマイ県

にあるチェンマイ大学

で JSPS事業説明会を

実施しました。同大学

は 1964年に設立され

た国立総合大学で、緑

に囲まれた広大で美し

いキャンパスが大変印

象的でした。今回の事

業説明会は約 25名の 

方にご参加いただきま 
                                       した。 
 
説明会に先立ち同大学学長補佐の Dr. Piyapong Niamsub を表敬訪問し、近年の当会二国間交流事業の採択
状況等について情報交換しました。説明会では、冒頭で Dr. Avorn Opatpatanakit 副学長に歓迎のご挨拶を
いただき、続いて山下センター長・冨山副センター長から当会の概要・同窓会組織の説明、新原・簑輪両国
際協力員から各種国際事業の説明を行いました。 
その後、チェンマイ大学の当会国際事業経験者である Dr. Phonpat Hemwan（Lecturer, Faculty of Social 
Sciences, 論博事業）、Dr. Phisit Seesuriyachan（Associate Professor, Faculty of Agro-Industry, 
研究拠点形成事業）にご自身の経験をお話しいただきました。お二人からは、一度での申請では採択となら
なかったご経験など、今後申請を検討している方にとって大変参考になるお話を伺うことができました。 

 

 

 

 

  

 

 

（JSPS Bangkok Office ホームページ：http://jsps-th.org/2018/05/18/6298/) 

 

チェンマイ大学で JSPS事業説明会を実施（5/18） 
 

左から:簑輪国際協力員、新原国際協力員、冨山

副センター長、山下センター長、Dr. Piyapong 

Niamsub 

左から: 山下センター長と Dr. Avorn Opatpatanaki 

Dr. Phonpat Hemwan （論博事業により駒沢大学で博士号を取得） Dr. Phisit Seesuiyachan（研究拠点形成事業に参画中） 

http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/05/IMG_0335_R.jpg
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カセサート大学カンペンセン
キャンパスで JSPS 事業説明会
を実施しました。カセサート
大学は 1943 年設立の国立総合
大学で、タイ国内ではチュラ
ロンコン大学、タマサート大
学に次いで長い歴史を持って
います。今回の説明会には、
修士課程・ 博士課程の学生
を含む約 20 名の方々にご参加
いただきした。        
冒頭で同大学の Asst. Prof. 

Dr. Tiwa Pakoktom（Head of Research and Academic Service 
Center, Faculty of Agriculture at Kamphaeng Saen）から歓迎
のご挨拶をいただき、その後、山下センター長、冨山副センター
長から JSPS の概要、新原・簑輪両国際協力員から各種国際事業の
説明を行いました。 
 
最後に、論博事業により京都大学で博士号を取得された Dr. 
Suratwadee Jiwajinda から、ご自身の経験に基づいたアドバイス
をいただきました。Dr. Suratwadeeは JSPSタイ同窓会（JAAT）の
理事でもあり、JAATの活動紹介も併せて行っていただきました。 
質疑応答では論博事業の申請要件や、二国間交流事業（共同研
究・セミナー）の申請・審査プロセスについて具体的な質問が多
くあり、有意義な説明会となりました。 

 

 

（JSPS Bangkok Office ホームページ：http://jsps-th.org/2018/06/06/6340/） 

 

 

カセサート大学で JSPS事業説明会を実施（6月 6日） 
 

左から:Dr. Tiwa Pakoktomと山下センター長 

 
 

 

Dr. Suratwadee Jiwajinda 

http://www.ku.ac.th/web2012/index.php?c=adms&m=changepage&page=home&lang=eng
http://www.jsps.go.jp/j-ronpaku/
http://www.med.cmu.ac.th/dept/surgery/gastro/jsps.php
http://www.jsps.go.jp/j-bilat/semina/gaiyou.html
http://www.jsps.go.jp/j-bilat/semina/gaiyou.html
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0073_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0062_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0032_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0028_R.jpg
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ブラパー大学バンセンキャンパスで JSPS事業説明会を実施しました。同キャンパスは海にとても近く、キ
ャンパス内の海洋科学研究所（Institute of Marine Science）には一般に公開された立派な水族館が併設
されています。今回の事業説明会は約 20名の方々にご参加いただきました。 

冒頭で Mr. Phonchai Chai-in
（Director of Global Relations 
Center）、及び Dr. Nawasit Rakbam 
rung（Assistant President for 
International Relations）から歓迎
のお言葉をいただき、続けて山下セン
ター長から説明会の機会をいただいた
お礼を述べ、JSPSの概要説明を行い
ました。 
その後、冨山センター長からバンコク
研究連絡センターの役割や JSPS同窓
会組織の説明、新原・簑輪両国際  

 協力員から各種国際事業の説明を行い 
ました。                                          
最後に、論博事業により広島大学で 
博士号を取得された Dr. Khwanruan 
Srinui（Senior scientist, Insti-    
tute of Marine Science, Burapha 
University）からご自身の経験をお話
いただきました。Dr. Khwanruan には
現在 JSPSタイ同窓会（JAAT）の理事
も務めていただいています。質疑応答
では各種招へい事業の審査プロセスや
JSPSとして重視している研究分野はあ
るのか等、具体的なご質問を多くいた        

                だきました。 

 

 

（JSPS Bangkok Office ホームページ：http://jsps-th.org/2018/06/22/6390/) 

 

 

ブラパー大学で JSPS事業説明会を実施（6月 22日） 
 
 
 
 

Mr. Phonchai Chai-in Dr. Nawasit Rakbamrung 

Dr. Khwanruan Srinui 
Assoc. Prof. Dr. Sunantha Osiri (Vice 

President for Research Support Affairs) 

http://www.buu.ac.th/en/index.php
http://site.bims.buu.ac.th/#services
http://www.jsps.go.jp/j-ronpaku/
https://www.hiroshima-u.ac.jp/node/56
https://www.jsps.go.jp/j-inv_researchers/index.html
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0004_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0015_R-e1529917966937.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0042_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0043_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0017_R1.jpg
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タマサート大学ランシッ 

トキャンパスで JSPS事業
説明会を実施しました。
タマサート大学は 1934年
設立の国立大学で、タイ
国内で 2 番目に長い歴史
を持っていま 
す。今回訪れたランシッ
トキャンパスはバンコク
から北に数十キロ進んだ 
ところにあるパトゥムタ
ーニー県にあります。説
明会は冒頭で Mrs. 
Pornp-imon Boonsiri
（Direct-or, Research 
Administ-rative on 
Division）からご挨拶を
いただきました。続いて
冨山副センター長から
JSPSの概要、新原・簑輪
両国際協力員から各種国
際事業の説明を行いまし
た。 

 
その後、JSPS事業経験者で、現在タマサート大学で勤務されている 2 名からご自身の経験についてご講演
いただきました。Asst. Prof. Dr. Chatchai Marnadee（Department of Mechanical Engineering, Faculty 
of Engineering）は論博事業により神戸大学で博士号を取得されました。論博の申請手順や、日本で行った
研究についてお話いただきました。 
Dr. Duangjai Lorthanavanich （Associate Dean for Student Affairs, Thammasat Business School）は
2014年度の外国人研究者招へい事業（長期）により京都大学で研究をされており、世界遺産・熊野古道の
管理運営について調査をされました。今回は日本での研究生活について詳細にご説明くださいました。 
約 20 名の方にこの説明会にご出席いただき、質疑応答では研究拠点形成事業の審査プロセスや論博事業の
申請要件など、多くの質問が寄せられました。 

 

 

 

    

  

 

 （JSPS Bangkok Office ホームページ：http://jsps-th.org/2018/06/29/6429/) 

 

 

 

 
タマサート大学で JSPS事業説明会を実施（6月 29日） 
 
 
 
 

Mrs. Pornpimon Boonsiri（右） 

Asst. Prof. Dr. Chatchai Marnadee（右） 
Dr. Duangjai Lorthanavanich（左） 

Mrs. Pornpimon Boonsiri（右） 

http://tueng.tu.ac.th/
http://www.jsps.go.jp/j-ronpaku/
http://www.kobe-u.ac.jp/
https://www.jsps.go.jp/j-inv/index.html
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja
https://www.jsps.go.jp/j-c2c/index.html
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/07/IMG_0050_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/07/IMG_0022_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/07/IMG_0055_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/07/IMG_0054_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/07/IMG_0053_R-e1530589880436.jpg
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バンコク研究連絡センターの主催セミナー・参加イベント 

 

 

タイ教育省職業教育局（Office of the Vocational Education Commission:OVEC）でタイ高専コース

開講記念式典が開催され、当センターから冨山副センター長と新原国際協力員が出席しました。 

タイ教育省は専門知識と実践経験を兼ね備えた優秀なエンジニアの育成を目的に、国立高等専門学校

機構（高専機構）と連携して日本の「高専教育」を導入し、今月よりタイ国内初となる 5 年制の高専

コースが開講されることとなりました。 

高専コースが開講されるのはチョンブリ・テクニカルカレッジ（エレクトロニクスコース）と、スラ

ナリ・テクニカルカレッジ（メカトロニクスコース）の 2 校で、式典は各校の高専コース 1 期生も出

席し、賑やかに行われました。 

高専機構は 2016 年 12 月に OVEC 内にタイ・リエゾンオフィスを設置し、教育省と密な連携をとれる

体制を整えています。今回の高専コース開講にあたり、テクニカルカレッジの教員を日本に招いての

研修実施や、1 期生の入試の際にはスタッフを日本から派遣して補助を行うなど、人的交流も盛んに

行われたとのことです。 

教育省の Surachet Chaiwong 副大臣、高専機構の谷口功理事長のスピーチでは今後の高専コース拡大

への期待、そして 1期生への激励の言葉が聞かれました。 

 

 

 

 

 

   

 

（JSPS Bangkok Office ホームページ：http://jsps-th.org/2018/05/03/6236/） 

 

バンコク研究連絡センターでは、対応機関であるタイ学術会議（NRCT）と学術セミナーを共催して
いるほか、タイ国内外で実施される国際的な学術シンポジウムやイベントに積極的に参加し、
ASEAN地域の最先端の学術情報の収集に努めています。 

タイ高専コース開講記念式典に出席（5月 3日） 

1期生を代表して挨拶する学生 タイ教育省 Surachet Chaiwong 副大臣（左から 8番

目）、高専機構谷口功理事長（同 9番目） 

http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/05/IMG_0007_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/05/31818256_1690122604400009_7840269744363012096_n_R.jpg
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バンコク研究連絡センターの主催セミナー・参加イベント 

 国際交流基金（Japan Foundation）の日本語パートナーズ第 6期レセプションが Jasmin City Hotel

で開催され、当センターから山下センター長、冨山副センター長、新原国際協力員、簑輪国際協力員

の 4名が出席しました。 

「日本語パートナーズ派遣事業」は 2014年から開始され、アジア各国の中学・高校へ人材を派遣し、日本

語・日本文化教育の支援を行っています。タイでは今回が第 6 期目となり、タイでは過去最大となる 80名

の日本語パートナーズが国内の高校 80 校に約 10 ヶ月間派遣されます。 

冒頭の国際交流基金バンコク日本文化センターの吉岡憲彦所長の挨拶では、日本語パートナーズに対する期

待や、日本の文化を伝えるだけでなくタイの文化を学び、自己研鑽の機会としてほしいと激励の言葉が述べ

られました。 

日本語パートナーズ派遣事業についての詳細は国際交流基金ウェブサイトをご覧ください。 

 

 

（JSPS Bangkok Office ホームページ：http://jsps-th.org/2018/05/09/6260/) 

 

 国際交流基金 日本語パートナーズ第 6期レセプションに出席（5月 9日） 

 

来賓と日本語パートナーズ（一部）による集合写真 

国際交流基金バンコク日本文化センター吉岡所長 

https://goo.gl/odkTxV
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/05/IMG_0008_Rqq.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/05/IMG_0035_Rqq.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/05/IMG_0025_Rqq.jpg
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バンコク研究連絡センターの主催セミナー・参加イベント 

 

 

 

在チェンマイ日本国総領事館を表敬訪問しました。 

 

今回の表敬訪問は、昨年に引き続き、チェンマイ大学での事業説明会実施後に総領事館にて川田一徳総領事

と青木敦史領事にご挨拶の機会をいただいたものです。 

川田総領事からは現在タイ国内で関心が高い研究領域は何かといったご質問や、当会も支援を行っている二

国間・多国間共同研究の実施意義についてご意見をいただきました。 

在チェンマイ日本国総領事館は「北部タイ大学生日本語スピーチコンテスト」を毎年開催されており、優勝

者は後援の上智大学へ 1年留学できることもあり、タイ北部で日本語を学ぶ大学生にとって大きなモチベー

ションになっているそうです。 

（関連記事）https://www.sophia.ac.jp/jpn/news/PR/2017/20180301news_hokubu.html 

当センターはバンコクを拠点に活動しておりますが、今回の事業説明会実施や表敬訪問により、チェンマイ

を中心とした北部地域においても日タイの研究者交流・学生交流が盛んに行われていることを実感すること

ができ、大変貴重な経験となりました。 

 

 

 

（JSPS Bangkok Office ホームページ：http://jsps-th.org/2018/05/18/6313/） 

  

 

 

 

 

 

 

川田一徳総領事（左から 3番目）、青木敦史領事（右端） 

在チェンマイ日本国総領事館を表敬訪問（5月 18日） 
 

http://jsps-th.org/2017/06/02/5216/
http://jsps-th.org/2018/05/18/6298/
https://www.sophia.ac.jp/jpn/news/PR/2017/20180301news_hokubu.html
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/05/IMG_0398_R.jpg
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バンコク研究連絡センターの主催セミナー・参加イベント 

 

在タイ日本国大使館で開催された JUNE Fairに参加しました。 

JUNE Fairは日本政府国費外国人留学生（研究留学生及び学部留学生）のタイ国内申請期間に合わせ、在タ

イ日本国大使館と日本学生支援機構（JASSO）が共催しているイベントです。多くの学生が申請書提出のた

め大使館を訪れるこのタイミングで、日本の教育機関について情報収集できる場を設けることで国費留学に

限らず日本への留学を促進することを目的としています。 

JUNE Fair初日となった当日は、25 の大学・日本語学校等がブースを構え、訪れた学生・保護者に積極的に

情報提供を行いました。資料コーナーではブースを出展していない機関のパンフレットも数多く入手するこ

とができるようになっています。当センターのブース出展は初日のみでしたが、JUNE Fairは 6/8（金）ま

で開催され大変盛況だったとのことです。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（JSPS Bangkok Office ホームページ：http://jsps-th.org/2018/06/04/6333/） 

第 

 

 

 
 

在タイ日本国大使館・JASSO主催「JUNE Fair」に参加 （6月 4日） 
 

http://www.th.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/06032818.htm
https://www.jasso.go.jp/ryugaku/about/jeic/thailand.html
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0003_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0017_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0013_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0005_R-e1528108901477.jpg
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バンコク研究連絡センターの主催セミナー・参加イベント 

 
 

 
在タイ日本国大使館で第 15 回在タイ大学連絡会が開催され、当センターから山下センター長、冨山副セン

ター長、簔輪国際協力員、新原国際協力員、Natthidaリエゾンオフィサーの 5名がオブザーバーとして出

席しました。 

在タイ大学連絡会（Japanese Universities’ Network in Thailand: JUNThai）はタイにオフィスを構える

大学間の情報交換、相互連携、教職員のネットワーク強化を図るために 2015年 1 月に発足し、現在は 3か

月に一度のペースで開催されています。 

第 1部の講演会ではチュラロンコン大学の Dr. Surachat Bumrungsuk教授（Department of International 
Relations）から“Back to the Future: Thai Politic 2018”と題した講演と、福井工業大学 ASEAN事務

所 梶皓人所長から同事務所の
活動についてご紹介がありま
した。 

第 2部の連絡会では大分大学

の内田助教が議長を務め、前

回から継続協議事項になって

いた「JUNThaiの今後につい

て」、意見交換が行われまし

た。 

 

 

 

この議論の背景として、近年の大学タイ事務所の急増があります。当初 20数大学の緩やかな情報交換の場

としてスタートした JUNThaiは、現在では加盟校が 50 校を超えています。事務所設置の目的や常駐スタ

ッフの有無など大学により状況が大きく異なる中、JUNThai もその運営方法の見直し、今後の在り方の検討

が必要な時期を迎えています。 

今回は京都大学 ASEAN 拠点の柴山所長から改めて JUNThai設立の経緯が説明された後、有志メンバーで今後

の在り方を検討するワーキンググループを作り、そこで議論された結果を基に今後の JUNThaiで協議するの

はどうかとの提案があり、その場で承認されました。 

 
                      

最後に、連絡事項として山下センター長から 8/9（木）に実施された NRCT-JSPS-JAATセミナーについて説

明し、出席者へ当日の参加を呼びかけました。 

 

（JSPS Bangkok Office ホームページ：http://jsps-th.org/2018/06/18/6373/)

第 15回在タイ大学連絡会（JUNThai）に出席(6月 18日) 

Dr.Surachat Bumrungsuk 

大分大学内田助教 京都大学 ASEAN拠点柴山所長 

 

福井工業大学 ASEAN事務所 梶皓人所長 

山下センター長 

https://www.chula.ac.th/en/
http://www.kanaigakuen.jp/asean/
http://www.kanaigakuen.jp/asean/
http://www.oita-u.ac.jp/09kokusai/kaigaijimusyo.html
http://www.oita-u.ac.jp/09kokusai/kaigaijimusyo.html
http://jsps-th.org/2018/03/19/6152/
http://jsps-th.org/2018/03/19/6152/
https://www.oc.kyoto-u.ac.jp/overseas-centers/asean/
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0007_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0013_R1.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0023_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0029_R.jpg
http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/06/IMG_0020_R.jpg


11 
 

11 
 

 

 日本学術振興会バンコク研究連絡センター 活動報告(2018 年 4月～6月) 

 Copyright © JSPS Bangkok Office. All rights reserved. 

日本学術振興会バンコク研究連絡センター 活動報告(2016年 4月～6月) 

 
Copyright © JSPS Bangkok Office. All rights reserved. 

JSPS 同窓会情報 

 

 

今年度第 1回目の JSPSタイ同窓会（JAAT）理事会をタ

イ学術会議（NRCT）で開催しました。冒頭に山下センタ

ー長から JSPSバンコク研究連絡センターの新任スタッ

フ 3名（冨山副センター長、新原国際協力員、簑輪国際

協力員）の紹介があり、その後、前回（2018年 2月 8日

開催）の JAAT理事会及び総会の議事録の確認・確定、

JAATの 2018 年度活動計画、会計報告、JAAT会員の募

集、広報についての理事会での議論により、今年度も 8

月のタイ Research EXPOの際に JSPS-NRCT-JAAT共催シ

ンポジウムを開催することとなりました。その他、2月

の論博メダル授与式など、前年度と同時期に開催するこ

とが確認されました。 

 

 

 

（JSPS Bangkok Office ホームページ：http://jsps-th.org/2018/04/25/6230/） 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

バンコク研究連絡センターは、日本学術振興会の国際交流事業で訪日経験のある研究者の組織であ
る「JSPS同窓会」の支援も積極的に行っており、現在管轄地域内に同窓会が組織されているタイ・
バングラデシュ・フィリピン・ネパール・インドネシア JSPS 同窓会の活動支援、また、ベトナ
ム・マレーシアでの新規同窓会設立に向けても支援を行っています。 

2018年度第 1回 JSPSタイ同窓会（JAAT）理事会に出席（4月 25日） 

http://jsps-th.org/jsps/wp-content/uploads/2018/05/IMG_0145_R.jpg
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               特集 

 

 

京都大学 ASEAN 拠点所長 柴山 守 

1. JUNThaiの目指した方向とは 

JUNThai 在タイ大学連絡会は、2015 年 1 月に発足した。連絡会設置の話題が持ち上がってから

早くも約４年、タイに進出する大学は倍増し、2018 年度には約５０大学を超える大学がタイに進

出、オフィス等を設置した。そのオフィスは、主にバンコクを中心にしながらもランジット、ナ

コーンパトム、コンケーン、チェンマイにまで至り、留学生のリクルートや短期学生交流など教

育を中心にした活動、研究プロジェクト

の連携や推進、現地諸機関との連携・ネ

ットワークの拡大、さらには ASEAN 地域

への活動を展開するハブや拠点としての

活動も展開されており、米国や EUをみて

も他に類をみない規模である。 

 タイ国に進出し、国際化を目指す各大

学の活動は、前述のように多岐にわたり

（図１参照）、異文化の中にあって、制

度、習慣、オフィス経営など多様な予想

外の困難に直面する。とりわけ、タイ国

での在留資格の取得、効果的な運営のた

めの知識共有は、いずれの大学にも共通

する問題で、当面解決すべき喫緊の課題

であった。 

 こうした背景もあって、2014 年タイにおけるクーデター（2014 年 5月 22 日）以降から、日本

学生支援機構（JASSO）の積極的な情報共有の働きかけと諸活動に参加しつつ、アソークに事務所

をもつ諸大学、在タイ日本国大使館、日本学術振興会バンコク研究連絡センター（JSPS）などか

ら大学連絡会設置の話が持ち上がった。幾多の大学等関係者の意見交換を経て、文科省等の動き

をもにらみながら、2014 年 11 月暫定幹事、呼びかけ人が決まり、2015 年 1 月設立総会開催に至

ったのである。 

今回の特集では、京都大学 ASEAN 拠点所長 柴山 守 教授に、「JUNThai の今後の展望について」と題し
て、ご寄稿いただきました。  

※寄稿の記事・論文、図表、写真等の著作権は執筆者に帰属しています。無断複製又は無断転載はおやめく
ださい。 

JUNThai の今後の展望について 

 

 

  図 1 タイに進出している大学の活動内容 

 

 

 

 

研究連携

21%

講義等教育

連携

3%

留学生リクルート

25%
短期交換

12%

企業等

インターン

シップ

4%

その他

35%
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 設置当時の目的は、タイ国における諸大学との学術交流を推進するため、諸課題や現地におけ

る社会・制度・風土・文化・生活などに関する環境や知識を相互に交流し、教職員の親睦を深

め、「知」を共有することとし、以下の各項目が掲げられた。 

（１）タイと日本の大学の学術交流等における諸課題や喫緊の課題に対する情報交換・共有、 

（２）タイの大学等学術機関の動向や活動について学ぶ機会を得ること、 

（３）現地における教職員の親睦と豊かで充実した生活をおくるための交流、 

（４）大学間における相互の連携や協力、 

（５）学生交流や留学生の募集に関する情報交換、 

（６）タイ国内の大学等に対する日本の大学の連絡先案内など 

こうした目標に沿って、大学あるいは現地事務所等の独自性をベースに、緩やかな関係をもっ

て主体的に運営することに心がけると共に、学術交流等の相互協力の推進を目指すために、在

タイ日本国大使館、JSPS、JASSO などとも連携することで JUNThai 活動が始まった。  
 
 

2. これまでの活動と現状 

 JUNThai 発足後、これまでの活動は、表 1 に示す通りである。毎回約 40 名から 80 名の参加が

あった。テーマから推察される通り、教育・研究・留学生交流・インターンシップ制度等の日本

の大学の諸活動と共に、タイ国における高等教育、入試制度からタイの政局に至るまで、また個

人のユニークな研究事例までも含めた報告がなされた（図 2 参照）。こうした約 3 年 6 ヶ月に至

る JUNThai 活動は、言うまでもないが諸大学の輪番制による幹事・事務担当の絶大な尽力による

ところが大きい。 
 
 

表 1 これまでの JUNThai開催状況 

開催日 テーマ 報告内容・報告機関 
第 1 回 2015 年 1 月 12 日 設立総会 「タイ国における高等教育」OHEC 
第 2 回 2015 年 3 月 9 日 大学間ネットワーク 「ASEAN University Network」AUN 

第 3 回 2015 年 7 月 20 日 インターンシップ 「インターンシップ事例」長岡技大 

第 4 回 2015 年 9 月 15 日 日本の学術振興 「日本学術振興会の紹介」JSPS 
第 5 回 2015 年 12 月 14 日 学生交流 「学生交流事例」福井工大 
第 6 回 2016 年 3 月 14 日 研究連携・交流 「研究連携事例」京大・JASTIP 
第 7 回 2016 年 6 月 13 日 産学連携 「産学連携」芝浦工大、明治大 
第 8 回 2016 年 8 月 29 日 人材育成・文化交流 「産業人材育成」大使館、NRCT、JF 
第 9 回 2016 年 12 月 19 日 タイ国入試制度・高等教育 「タイ国入試制度」KMUTT、「ASEAN 高等教育」SEAMEO 
第 10 回  2017 年 3 月 20 日 タイ科学技術振興 「タイの科学技術教育振興」IPST、JTREP 財団 
第 11 回  2017 年 3 月 21 日 ASEAN 課題、留学 「将来の食糧問題」明治大、「留学への提案」JSR 
第 12 回  2017 年 9 月 4 日 研究事例紹介 「研究・交流事例」大分大、「歯科医療」東京医科歯科大 
第 13 回  2017 年 12 月 18 日 タイ留学交流・大学事情 「文科省国費留学」大使館、「タイ大学事情 20 年」バンコク大学 
第 14 回  2018 年 3 月 19 日 研究事例 「トウモロコシ畑土壌」JIRCAS、「研修制度」TPA 
第 15 回  2018 年 6 月 18 日 タイ政局・オフィス事例 「タイの政局」CU、「ASEAN 事務所活動事例」福井工大 
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 また、当初の念願であった法人格

取得では、NPO、NGO、駐在員事務

所として認可される事例も生まれ

た。一方で、最近では在タイに駐在

する大学教職員の異動・本邦との往

来や諸大学の活動の新たな展開によ

って、幹事・事務担当の困難さも現

れている。そして、連絡会の代表幹

事設置や規則、活動原資の確保など

の新たな課題に直面しつつある。 

それは、タイ側の学術に関する動

きにも関連し、注目しなければなら

ないことである。2015 年度大使館

主催産業人材育成円卓会議でのタイ

政府教育相の JUNThai に期待する言

及、タイ産業界からの大学連携（スマート社会実現）への模索、Thailand4.0 にもとづく高等教育

の充実と産業人材育成や EECi への参画、タイ国諸大学の日本の大学との連携強化やフェア開催な

ど、直近ではタイ政府教育省と科学技術省の統合までメディアで報道されるに至っている。ま

た、本邦機関等との関係では、文科省が推進する日 ASEAN 科学技術イノベーションによる連携や

日系企業による人材育成への要請など、そのスピードは我々が想像する以上に速い。 

 

3. 新たな JUNThaiの発展を目指して 

前述したタイ国や本邦諸大学における情況の変化は、これまでの JUNThai の在り方そのものに

メスを入れる時期に来ているとも思われる。JUNThai 活動の理想的な姿とは、多様な議論が存在

するであろうが、盤谷商工会議所の事例（東京農工大・河井栄一氏のことば）が相応しいかもし

れない。タイ学術諸機関と日本の諸大学の連携がさらに展開・深化して、双方共に Win・Win 関

係を築くためには、まずは JUNThai が在タイ日本国大使館、JSPS、JASSO と緊密な連携をとりなが

ら事務局体制の確立やタイ側から「見てもらえる」大学群としてタイ社会に貢献するべく、新た

な意見交換の開始が当面の課題であろう。 

【参考資料】 
・在タイ大学連絡会設置趣意書（2015 年 1 月 12 日承認） 

・柴山 守:日本の約５０大学がタイに進出－産学連携を目指す動きも－、盤谷商工会議所所報、pp.20-24, 2017.7. 

・俵 幸嗣：微笑みの国「タイ」における日本留学事情と日本語教育、語学交流、Vol.31, October 2013. 

 

 

 

図 2 2016年 8月 29日 第 8回在タイ大学連絡会 79名参加 
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4月 

 

3 日 九州大学 渡邊公一郎副理事・留学生センター長の来訪 

10 日 福井工業大学 ASEAN事務所 梶皓人所長の来訪 

11 日 九州大学 玉上晃理事・事務局長らの来訪 

19 日 京都大学大学院医学研究科修士課程 上利尚大さんの来訪 

23 日 タイ教育省 Mr.Poramet Charoynootの来訪 

5月 
 

8 日 東京国際大学法人本部 Eトラック企画部 上遠野統括課長の来訪 

8 日 岡山大学 大安喜一教授、藤井浩樹教授の来訪 

10 日 JICA業務調整員 小熊誠さんの来訪 

 22日 京都大学 ASEAN 拠点 柴山守所長らの来訪 

  

6月  

8 日 国立遺伝学研究所 産学連携・知的財産室 鈴木睦昭室長の来訪 

12 日 東亜大学 櫛田宏治学長の来訪 

20 日 東北大学 滝沢寛之教授、遊佐訓孝准教授の来訪 

25 日 JSPSバングラデシュ同窓会理事の来訪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バンコク研究連絡センターの 2018年 4 月から 6月期のその他活動は以下のとおりです。センターには
タイ及び ASEAN 諸国との学術の国際交流を目的とし、日本やタイの研究者や高等教育関係者が訪れま
す。当センターは訪問者への現地での便宜供与や学術情報の交換・助言を行っています。詳しい活動記
録は当センターウェブサイト（http://jsps-th.org/）に掲載しておりますのでご参照ください。 
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コラム 

新原国際協力員の東南アジア見聞録① -バンコクは日本人だらけ- 

 早くも第 1 四半期が終わりました。住んでみてここバンコクはとても国際色豊かな街だと改めて

実感しています。世界各地の人が集まっているので、6 月のワールドカップは各々の国の応援でス

ポーツバー等は大盛り上がりでした。タイはワールドカップに出場していませんが、タイ人は各自 
応援するチームを決めて楽しんでいたようです。 

訪れたことのある方はわかると思いますが、バンコクはと

ても日本人の多い街です。外国人の中でも日本人は一大勢力

と言えるでしょう。具体的な数字をあげると、少し前ですが

平成 28 年 10 月時点の外務省統計では、50,966 人の在留邦人

（日本国籍で、3 ヶ月以上の長期滞在者と永住者の合計）がバ

ンコクにいたそうです。この数字は在留届の数をカウントし

たもので、実際は 10 万人くらいいるとも言われていますが、

細かいことはマイペンライとして私は「バンコクには日本人

がだいたい 5 万人いる」と考えることにします。 

私の地元福岡県で人口 5 万人の街を調べてみると、朝倉

市、筑後市、筑紫郡那珂川町（今年 10/1 から福岡県那珂川市

となる）あたりが 5 万人前後の人口です。福岡の人にしかわからないような例を出して恐縮です

が、こういった街の人口と同等数以上の日本人が外国の一都市にいると考えると、バンコクにどれ

だけ多くのの日本人が集結しているか、少しイメージしやすくならないでしょうか？ 

 話は変わりますが、私たち「国際協力員」は大学の事務職員を対象とした研修の一環として JSPS
の海外研究連絡センターで勤務する機会を得ています。この研修に職員を送り出す各大学が一番期待

しているものは一体何でしょうか？大学以外の機関、しかも海外で勤務する「経験」は大変貴重です

が、そういったものは人の目に見えず、数値で測れるものでもありません。帰任後の大学での実務を

考えると、やはり「語学スキルの向上」の方が送り出す側としては期待するのではないかと私は考え

ています。（もちろん海外勤務せずとも語学はいくらでもできるのですが、現地で過ごしながら学

ぶ、というのはやはり大きいと思います。） 
その語学スキル向上に関してバンコクはどのような環境かというと、国際協力員が派遣されている

8 つの海外研究連絡センターの中でも特に自分を律する必要がある場所ではないか、と（勝手なが

ら）考えています。というのも、ここバンコクには日本人はどこにでもいると言っても過言ではない

ほど多くいますし、タイ人の方も日本人の扱いに慣れている方が多く、英語・タイ語があまりできな

くても快適に生活自体はできてしまうのです。きっとこういった面もバンコクに居着く日本人が多い

理由の一つでしょう。もちろん英語圏から来ている方もたくさんいるので英語、そして現地語タイ語

の練習はいくらでもできます。しかし、人間常に易きに流れるもの。気を抜けば大したスキル向上も

ないまま帰国を迎える可能性も十分あるでしょう。 

【5月 5日こどもの日、日本人街の Sukhumvit 33

には鯉のぼりがあがっていた】 
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 3 ヶ月経った私の現状はというと、タイ語学習に力を入

れています。昨年 10 月にゼロからスタートし、タイ赴任

後に文字の読み書きに着手しました。初めは超難解に見え

たタイ文字ですが、最近は割と読める（音がわかる）よう

になってきました。音はわかるけど、その意味がわからな

いのでいちいち調べるのが大変なのですが、覚えた単語が

街なかの看板等に出てきたときの喜びは格別です。最近は

タイ文字が可愛いと感じてきたので慣れてきた証拠でしょ

う。この滞在中の目標として、11 月の実用タイ語検定試験

で 3 級（英検 3 級的レベル）に合格したいと思い、それに

向けて勉強しています。6 月に試しに 4 級を受けたら「不合格」でしたので一層気を引き締めて取

り組んでいます。 

 バンコクから北に 80km くらい行くと世界遺産で有名な

古都アユタヤがあります。先日観光してきましたがツアー

の中で「アユタヤ日本人町跡」なるところに連れて行って

もらいました。聞けば、14 世紀頃から日本人が移住を始 
め、最盛期は約 3,000 人の日本人が住んでいたとのこと。

江戸幕府の鎖国政策を機に日本人町は消滅したそうです

が、特に事前の勉強をせずにアユタヤに赴いた私は、昔か

ら日本人とタイは縁が深いのだなあと感慨深いものがあり

ました。日本人で溢れている現在のバンコクとこのアユタ

ヤ日本人町に関連はないのかもしれませんが、きっと昔の

人もタイに愛着を感じて過ごしていたのだろうと思いま

す。アユタヤは、タイの歴史についてももっと理解を深め

ていきたいと感じさせてくれる場所でした。 
 

あっという間に過ぎ去った当初の 3 ヶ月、寝ても覚めても日本の真夏のような気候に少し体は疲

れている気はしますが、私は日々の生活を楽しめています。赴任当初、山下センター長から面白い

話を伺いました。バンコク駐在員が頻繁に発症する病、通称「（バンコクに）イタイイタイ病」の

話です。たしかに、バンコクには一度ハマってしまうと抜け出せない魅力があるような気がしま

す。私も来年 3 月の帰任時にはこの病を患っているのかもしれません。しかしそれはこの研修生活

が充実していた証拠とも言え、そうなれるように公私ともに色々なことにチャレンジしていきたい

と思います。 

 
平成 30 年度国際協力員 新原卓（九州大学） 

 

【いつも昼食をとっている食堂の看板】 

【日本人町跡石碑】 



18 
 

18 
 

 

 

学術情報（2018年 4月-6月） 

 

日本学術振興会バンコク研究連絡センター 活動報告(2018 年 4月～6月) 

 
Copyright © JSPS Bangkok Office. All rights reserved. 

■研究開発プロジェクトが加速傾向 

ベンチャー企業から提供された 30 のプロジェクトの大学

の資金は商業目的 

チュラロンコン大学はテクノロジー分野の 30 の

研究開発プロジェクトを年末までに商業化すること

を目指している。 
 

同大学のアントレプレナーシップとイノベーショ

ンマネジメントプログラムの責任者 Nongnuj Muan- 

gsin氏によると「研究開発を行うと共にテクノロジ

ーや革新的方法を取り入れることにより、学生によ

るベンチャー企業立ち上げを支援するプログラムが

チュラロンコン大学で開講される。」とのことだ。 
 

このプログラムはデザインシンキング、クリエイ
ティブシンキング、プロダクトイノベーション、ア
ントレプレナーシップ、サービスイノベーションな
どの領域を網羅している。 

学生はオーグメンテッド・リアリティー、バーチ
ャルリアリティー、ナノテクノロジー、３Dプリン
ティングおよびデータ解析について学ぶ。 

ここでは利用者の立場に立った製品やサービスを
創り出すために、専門家に意見を求める機会や、学
んだ技術を利用して、利用者の立場に立った製品や
サービスを実際に創る機会が与えられることに加
え、利用者の立場に立った製品やサービスを研究す
るための研究室が提供される。画期的な製品および
サービスを作り出すために、学生の持つアイデアを
活かすことが奨励される。 

このプログラムでは、テクノロジーとイノベーシ
ョンに関する 100を超える分野の研究開発プロジェ
クトを実施している。その一つは、Fresh2Joy プロ
ジェクトと呼ばれる皮が柔らかいフルーツの貯蔵寿
命を延ばすためにカプセルにいれられたビーズを利
用するプロジェクトである。このプロジェクトでは
カビによりフルーツが傷んでしまう問題に取り組ん
でいる。この取り組みにより皮が軟らかいフルーツ
の貯蔵可能期間を 3日から 10 日に延ばすことが可
能となった。 

他には Fresh2Joyパウダーと溶液に関するプロジ
ェクトもある。カットフルーツはすぐに鮮度が落ち
て茶色く変色しがちだが、このプロジェクトでの取
り組みにより、活性成分を安定化させることに成功
し鮮度をより長く保つことができるようになった。 

大学では近い将来二つのプロジェクトについて米
国内で資金調達を行う予定である。 

  

 

 

「このプログラムは、意欲的な起業家が提供する
製品やサービスをより良いものにしていくための
サポートをすることで、スタートアップの創出と
発展に寄与する。彼らは大学でのトレーニングプ
ログラムと研究開発から利益を得るだろう。」 

「また、タイおよび海外の市場において国際基準
に合致した製品およびサービスを提供できるでし
ょう。」と Nongnuj氏は述べている。 

彼女によると、このプログラムにより科学技術省
のテックファンドプロジェクト等のエンジェルフ
ァンドを含めた学生と投資家間のマッチングファ
ンドのやり取りが促進される。これは大学での新
たなビジネスエコシステムを立ち上げることにつ
ながり、更に学生たちが自らの目標を達成するた
めの 3000万バーツの予算が確保されており、製
品化の前の試作品で、各プロジェクト当たりおよ
そ 10 万バーツの資金を提供する計画もあるとい
う。 

(2018年 4月 11 日 Bangkok Post紙) 

■新しい中道派政党、テクノロジー政策を推進 

タイ国内のいくつかの主要産業は新しいテクノロ
ジーの前に姿を消しつつある中、タイに“流動性
のある民主主義”を導入することを目指す、新興
のテクノロジーに対する造詣が深い者たちにより
結成された“中道派政党”の政治への影響は大き
なものとなるだろう。  

穏健派、もしくは中道派の設立者である Chumpol 
Krootkaew氏は、有権者が真に政治的な決定に参
加するために新しい技術を用いることを考えてい
る。古代ギリシャの直接民主制にヒントを得たと
いうことだ。 

Chumpol氏はタイ国立電子コンピューター技術研
究センターで以前幹部および研究員を務めていた
経歴を持つ。 

Chumpol氏は以下のように述べている。 

「政治が決めれば、今や全ての人が政治家になる
ことが出来る。現代は望むことをかなえるテクノ
ロジーが十分すぎるほどあふれている。 

ブロックチェーンの技術がデジタルデモクラシー
を支持する人から脚光を浴びているが、そのほか
の技術も検討されている。」 

「既成政党は根深く対立しあっており、多くの国
民からその存在を疑問視されている。 

その代替として、穏健派は“流動性のある民主制”
を提示する。」 
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「それほど多くの人口を抱えていなかった時代であれ
ば、直接民主制により問題は直接議論され決定されて
いた。しかし今や、テクノロジーによって我々はより
良い方法をとることが可能になった。それが、“流動
性のある民主制”だ。」 

「まるで金融取引のようにコンピューターやモバイ
ルアプリケーションを利用してある問題に対する自
分の意思を決定することが可能になった。しかし本
当に大切なのはテクノロジーが直接的な意思決定を
する以上のことをもたらすことなのだ。」 

「これは異なる問題に関する意思決定について、どの
政治家を選ぶのかということである。ある政治家に任
せてうまく行かないとなれば、彼らはいつでも他の政
治家を選ぶだろう。これが“流動性”ということだ。
まるで金融資産のように大きな流動性をもたらす。国
会議員が４年に渡って意思決定権を独占することは不
可能になるだろう。」 

「議会代表制による政治がうまくいかなくなりつつあ
る国では、このような動きが民主制の未来となると考
えられる。しかしテクノロジーと国会議員は並存する
だろう。システムが整備されたら、国会議員は個々の
問題に対する意見調整のために有権者と意見を交わ
す。国会議員たちは議会で投票する前に、直接国民の
意見を聞くこともできる。」 

Chumpol氏は新しい党に対する選挙管理委員会の承認
を待っている。 

(2018年 4月 17 日 The Nation紙) 

■高等教育省が間もなく発足 

  教育省によると、高等教育を担当する新しい省が 7
カ月以内に発足予定とのことだ。 

「最近実施された教育省再編の道筋を検討する委員会
の会議で、高等教育のための新しい省の立ち上げに関
する提案が可決された。この新しい省は教育省とは別
の組織となる予定である。」 

「また、新しい省に新規の予算や職員を付ける予定は
ない。この新しい省の設置にあたっては、教育省の規
模を縮小し新省には教育省の監督下にある高等教育委
員会(Ohec)を合併させるとしている。 

つまり教育省の規模を縮小した分は、新しい省の元に
入ることになる。Ohec が扱っていた案件は、新しい省
が担当する。新省の発足後は、Ohec の事務局長は新省
の事務次官になる。」 

 

 

 

「職員数の増減がないので、新省の発足に異議を唱
える者は誰もいないだろう。Ohecの職員も、高等教
育省が発足した際は全員そちらに移ることにな
る。」と教育大臣の Teerakiat Jareonsettasin 氏
は昨日語った。 

また、教育省副大臣の Udom Kachintorn 氏は以下の
ように述べている。 

「公共部門開発委員会事務局長 Thosapon Sirisam-
phan氏から得た情報によると、高等教育省の立ち上
げに関する関連法は二週間以内に完成し、その後閣
議に回されるとのことである。」 

「高等教育省は研究に関する明確なミッションを持
つべきだ。つまり国家として戦略的に実施している
計画および政府の進めるタイランド 4.0に対する支
援である。この新省は一人の大臣により所管され、
関連機関は事務次官事務局の監督下に置かれる。」 

「また、新省は法律により規制されている大学の自
治について監督をおこなわない。 

高等教育コースを提供している職業訓練校に関して
は、引き続き教育省の職業教育委員会事務局の監督
下に置かれる。」 

(2018年 4月 25 日 Bangkok Post 紙) 

■タイとフランスの研究チームがサラセミアの新
治療法を発表 

タイとフランスの臨床研究チームが世界初となるサ
ラセミア（遺伝性血液疾患）の遺伝子治療による治
療法を発表した。著名な遺伝子治療の専門家である
Dr. Philippe Leboulch （パリ大学及びハーバード
大学医学大学院）がリーダーを務めるこの研究チー
ムによると、この新たな技術はフランスで来年まで
に一般向けの治療として導入されるということだ。
タイではまだ臨床実験中であるため、もう少し時間
を要す見込みである。 

この研究チームが 12名のサラセミア患者に施した臨
床実験の結果は、4月 19日付けの The New Engl- 
and Journal of Medicineに掲載された。ベータ-サ
ラセミア患者はタイをはじめとする東南アジア諸国
で特に多く、タイでは毎月輸血を必要とする深刻な
ベータ-サラセミア患者が年間約 3,000人生まれてい
る状況である。この輸血による治療を行ってもな
お、患者の平均余命は健常者と比べ短い傾向がある 
。ベータ-サラセミア患者を抱える国は、その治療
により大きな財政的負担を強いられている。 
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Dr. Philippeは以前ベータ-サラセミアと鎌状赤血
球症への有効性を示した論文を著した後、マヒドン
大学の Dr. Suradej Hongeng と Dr. SuthatFucha-
roenと協力し、LintiGlobin と呼ばれるこの遺伝子
治療によるアプローチの臨床実験を多くの患者を抱
えるタイで行った。 

「治療用ベクターを用いてベータ-グロビン細胞
を患者の血液幹細胞（異常細胞除去後）に半永久
的に埋め込むのだが、臨床実験を行った 12名は
タイで最も多いベータ＋－やベータ E/ベータ Oサ
ラセミア患者で、有効な細胞の注射後、今では輸
血がいらない状態となっている。」と Dr. 
Philippe は述べた。 

対象となった 12名全員が治療に成功しているた
め、この結果は非常に前向きに捉えられるものであ
る。彼らの症状が再発することなく、治療の効果が
継続することが期待されている。Dr. Philippe 曰
く、LintiGlobinの安全性は抗がん剤ブスルファン
のそれと同等レベルだということである。 

「フランスで来年までにこの新しいサラセミア治療
が行われることになり、ヨーロッパ諸国から徐々に
広がっていくだろう。」と Dr. Philippeは言う。 

この新しい治療法に掛かる費用はまだ固まっていな
いが、Dr. Philippeは政府の補助により患者の負
担額は常識的な範囲に抑えられるべきだと主張して
いる。 

「患者が元気になり、子どもの頃から続けている毎
月の輸血からも開放されることを嬉しく思う。彼ら
は学校や会社に行き、スポーツを楽しみ、普通の生
活を送っている。」Dr. Suradej はこう述べた。 

彼は、既存のサラセミア治療法は価格が高い上に副
作用も多く、社会保障制度の大変な重荷となってい
ることについても指摘した。 

1 人の患者に毎月の輸血を 30 年間行うコストは、
1,000 万バーツに達する。そしてタイ赤十字社の血
液ストックの 40％をサラセミア患者が使用してい
る計算になるのである。 

現在、唯一効果的と言われている治療法は血液幹細
胞を適合ドナーから移植することであるが、サラセ
ミア患者のうち 25％しか適合ドナーを見つけるこ
とができていないのが現状である。 

 

（2018年 5月 3 日 The Nation紙） 

 

 

■タイが自動車用ソフトウェア開発の拠点となる
未来 

「自動車用ソフトウェア開発において、タイがアジア
太平洋地域の拠点となる可能性は多いにある」。
Toyota Tsusho Nexty Electronics Thailand (NETH) 
社長兼 CEOの大越浩一氏はこう述べた。 

NETHの主な事業は自動車用ソフトウェアの開発で
ある。同社はタイを拠点に自動車用ソフトウェア開
発を行い、開発したソフトを日本へ輸出している。 

同氏によるとタイのエンジニアはソフトウェア開発
においてアジア太平洋地域の中でも比較的高い技術
を持っているということだ。 

NETHの親会社である NEXTY Electronics 
Corporation 社長の青木厚氏は、アジア諸国には十
分な技術を持ったエンジニアが豊富にいるが、特に
タイは過去数年自動車用ソフトウェアの開発に携わ
っているという点で強みがあると述べている。 

同氏は、ソフトウェアの自動車への利用は今後生産
性の向上とともに拡大して行くものの、自動車生産
の現場とソフトウェア開発の現場が切り離されてい
ると、どれだけ大きな予算が割り当てられたとして
も効率的な自動車用ソフトウェアの開発は困難であ
るとも考えている。 

過去 15年ほどの期間日本とタイは協力しともに成
長を遂げてきたが、これは特にハイブリッド車や電
気自動車といった自動車用ソフトウェアを活用する
部門で顕著であったということだ。 

青木氏によると、日本が現在自動車用ソフトウェア
開発の拠点となっているのは、アジア太平洋地域の
主要なソフトウェア会社が既存の市場向けにソフト
ウェア開発していたのに対し、日本の車製造業者は
新しい市場を開拓し、所謂「ブルーオーシャン」を
作ることに成功し、競合に先駆けて商品を作ること
ができたからだという。 

「それに加え、日本人の『Kaizenの精神（継続的
に改良・改善を図る精神）』が仕事に活かされてい
る。それが顧客の日本国産車に対する高い満足度に
繋がっている。市場が求める商品を作ってきた結
果、日本が自動車用ソフトウェア開発の拠点となっ
たことは特段驚くべきことではない」。同氏はこの
ように続けた。 
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同社 Chief Technology Officer（最高技術責任者）
の井倉将実氏は、今後タイがアジア太平洋地域にお
いて自動車用ソフトウェア開発の拠点となるための
NETHの役割は何かという問いに対し、「当社の業務
経験を積ませることで、将来の優秀なエンジニア育
成に貢献すること」と答えた。さらに、「そういっ
た経験は将来タイでエンジニアのプレゼンスを高め
ることに繋がる。その実現のため、タイの主要大学
に埋もれている優秀なエンジニアの発掘に協力は惜
しまない」と付け加えた。 

井倉氏は、自動車用ソフトウェアの開発はドライバ
ーと同乗者の生命に直接関わるものだと考えてい
る。小さな誤りが彼らを危険に晒してしまう。それ
ゆえ、より良いものを生み出すためのたゆまぬ努力
と高いモチベーションが欠かせないのである。 

一方、先述の大越氏は欧米や日本で行われている自
動運転を実現するための種々の実験についても言及
し、「タイでも自動運転が実現できるよう最善を尽
くす。それがこの国への貢献になる」と述べた。 

4 月上旬、NETH は協働する民間企業や政府関係機関
とともに第 2回目となる自動車用ソフトウェアに関
する学生ミーティングを開催し、大学生に自動運転
車両を制御するソフトウェア開発のスキルを披露す
るコンテストが行われた。 

このコンテストは来るべき「未来の車」時代へ向け、
自動車用ソフトウェアの人材開発を促す目的で開催さ
れ、タイ国内の大学から選抜された 12 のチームが参
加した。 

今回、優勝はキングモンクット工科大学（KMIT）ラ
カバン校の LKB48チーム、準優勝は KMITノースバン
コク校の Double E チームとなった。第 3 位の KM- IT
トンブリ校の Antmanチームはグッドデザイン賞も受
賞した。 

（2018年 5月 7 日 The Nation紙） 

■タイと不平等な課題 

政府は、ITインフラ 6 部門におけるより効果的なサ
イバーセキュリティの枠組みを公表し、1000名のサ
イバーセキュリティ人材を養成するための 3億 5 千
万バーツの資金拠出を承認した。 

デジタル経済社会省大臣 Pichet Durongkaveroj氏に
よると、「国家サイバーセキュリティ委員会議にお
いて“なりすまし”を含む現代のサイバーセキュリ
ティの脅威に対し、より効果的に対処するためにこ
の枠組みが承認された。」とのことだ。 

 

 

この枠組みは、電話通信、安全保障と公共サービ
ス、公共交通機関および物流、銀行業務および金
融、エネルギーおよび公益事業および公衆衛生の、
計 6つの IT インフラ部門を対象としている。 

また、なりすましやサイバー攻撃元の特定、サイ
バー攻撃に対する予防的措置の実行、システムの
監視、セキュリティの向上およびダメージを受け
たシステムの修復を行う。 

また、Pichet氏は以下のようにも述べた。 

「Prayut 首相が議長を務める会議では、1000名のシ
ステムアドミニストレーター、システム利用者、お
よび民間部門の技術者を含むサイバーセキュリティ
人材の養成計画についても承認される。」 

「合計 3 億 5千万バーツにのぼる資金は、デジタル
経済社会基金から拠出される。」 

「更に、日本政府による ASEAN・日本サイバーセキ
ュリティ能力開発センターが設立されたこともこの
取り組みを後押しすると思われる。」 

「委員会は、電子取引開発機構およびサイバーセキ
ュリティ保護に関するタイコンピューター緊急対応
チームのメンバーにより結成される暫定のサイバー
セキュリティ機関を承認した。」 

「内閣はサイバーセキュリティ法に基づいた常設の
サイバーセキュリティ機関をまもなく立ち上げ
る。」 

「これは、タイが国としてサイバーセキュリティシ
ステムに関与するということであり、更にはサイバ
ーセキュリティへの取り組みが進んでいる国のラン
キングで上位 20か国入りを目標とするということ
だ。」 

会議に先立ち Prayut首相は「データ保護法の強化
は政府の義務だ。この法律により国家のデータプラ
イバシーを保証することは国際基準に沿っており、
インターネットユーザーの懸念を払しょくすること
に繋がる。」と述べている。 

（2018年 5月 10日 Bangkok Post紙） 

■タイムズの大学ランキングでチュラロンコン大学
は 126 位 

今年の the Times Higher Education's Emerging 
Economies University Rankings に、タイの大学は
10 校がランクインした。 

なお、昨年は 9 校であったので一校増えた形とな
る。 

このランキングには、アジア、アフリカ、ヨーロッ

パ及び南米諸国の合計 42 か国から 378 校の大学が

掲載されている。 
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タイの大学ではマヒドン大学がトップで、昨年と同
じく 76位にランクインした。 

キングモンクットトンブリ工科大学は昨年の 91位
から 92位に下がった。 

また、チュラロンコン大学が昨年の 117位から大幅
に順位を落とし 126位となった。 

スラナリー工科大学が 192位から 177位と躍進した
一方、キングモンクットラカバン工科大学は 145 位
から 181 位と順位を下げた。 

チェンマイ大学は 165 位から 195位に、また昨年
200位以内に入ったコンケン大学は、今年は 200 位
以内に入ることはできなかった。 

カセサート大学とプリンスオブソンクラー大学は
251位から 300位のグループに入った。また、今年
からランキングに名を連ねたキングモンクットノー
スバンコク工科大学は 301位から 350位のグループ
に入っている。 

マヒドン大学、キングモンクット工科大学トンブリ
校そしてチュラロンコン大学は Times Higher Edu- 
cation (THE)のアジア大学ランキングでトップ 10
入りしている。 

 国際ランキングの編集長 Phil Baty氏は以下のよ
うに述べている。 

「躍進した大学もある一方で、今年のアジア地域の
高等教育機関の順位は下落傾向にある。」 

「各大学が研究水準の向上や国際化の推進により、
世界的な評価を得ること、そして研究の影響力を高
めることがこのランキングで順位を上げるためのカ
ギとなる。」 

「このような国際水準のデータを用いて比較する方
法を採用すること自体、非常に重要なことだ。大学
の質とレベルを上げる公正な競争、大学間協力、国
際的なネットワークの構築を推進するからだ。」  

「タイは高等教育分野の発展に特別な可能性を秘め
た国である。若年層、急伸する高等教育のニーズお
よび研究成果の増加などの条件が揃っているから 
だ。」 

全てのランキング結果と分析は以下より確認でき
る。 

https://www.timeshighereducation.com/world-
university-rankings/2018/emerging-economies-
university-rankings.  

 

水曜日、タイ学長会議の代表である Suchatvee 
Suwansawat氏は以下のように述べた。 

 

 

 

「このランキングの結果をもって、タイの大学は水
準が低いとみなすべきではない。」 

「例えば一つの言語で教育を行っているので優れて
いるとされる大学もあるのだろう、そしていくつか
のタイの優れた大学はこのリストに入っていな
い。」 

「とはいえ、これらの国際ランキングは確実に有益
であるので無視すべきではない。タイの大学にカリ
キュラムの修正を促すことになるのだから。」 

 

（2018年 5月 10日 Bangkok Post紙） 

■科学技術大臣、新省の案を擁護 

科学技術大臣 Suvit Maesincee氏は、社会科学と人
文科学分野の軽視について批評家から懸念の声が上
がっていたことを踏まえ、科学技術省と高等教育委
員会(ohec)および国立の研究機関を合併した新省に
おいてはそのようなことはないことを強調し、昨日
行われた新省発足に関する会議の場で、 

「社会科学および人文科学研究は研究社会発展基金
を通して支援される。それらの分野の研究が国家に
とって重要であることに変わりはない。」と発言し
た。 

同氏は次のように述べている。 

「新省は中国科学院をモデルとしており、名称は未
定であるが、タイランド 4.0 の目標達成に必要な人
材育成のため学術機関における研究とイノベーショ
ンの実現を支援することになっている。 

この新省の元、3つのファンドが設立された。 

1 つ目はタイの大学が世界ランキングでの上位入り
を支援する高等教育研究および研究開発基金、2つ
目は、新規事業立ち上げを支援する競争基金、3つ
目はラジャパット大学を支援する研究社会開発基金
である。 

資金不足だけでなく明確な研究戦略もないタイの大
学にとって、この新省は真に必要なのだ。 

「国内で実施されている研究のうち 10％しか実用化
されているものは 10％しかないのが現状である。こ
の状況の改善は、それぞれの大学グループへの資金
援助に関する方針および資金源を明確にできるかど
うかにかかっている。」 

タマサート大学の前学長 Somkid Lertpaitoon氏ら
を始めとする教育関係者からは、新省の支援対象は
科学とイノベーションのみにとどまるのではないか
との懸念の声が上がっている。 
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チュラロンコン大学教育学部講師の Sompong Jitra-  
dub氏も高等教育省の発足計画に係る混乱を懸念し
ている。 

同氏は「合併計画は元の高等教育省の設立のコンセ
プトとは異なるものになっている。特に高等教育機
関の長を交えたうえで、より一層の議論が行われる
べきだ。」と述べている。 

政府はタイ大学長会議(CUPT)、ラーチャパット大学
学長会議およびラージャマンガラ工科大学学長会議
とのミーティングを来週実施し、合併について議論
する。 

首相府大臣の Kobsak Pootrakool 氏は、この新省は
来年の総選挙前に公式に発足する予定であり、新省
設立のための 3 件の法案は、3カ月以内にプラユッ
ト首相が法案に関して議会の意を問うことなく承認
ができると定めた 44条項を発動させることなく承
認され、新省が発足するだろうとの見通しを示し
た。 

（2018年 5月 26日 Bangkok Post紙） 

■新省は２月に発足の見込み 

記者会見で科学技術大臣の Suvit Maesincee氏は、
新科学省は 2月の総選挙前に発足する予定であり関
連法案が 8月に内閣に提出されることを発表した。
この記者会見では科学技術省と大学を管轄する高等
教育局(OHE)の統合案に関する最新情報が発表され
た。OHEは現在教育省の管轄であるが、政府は更な
る改革を推進するために今回の統合を決定したとい
う。 

今後発足予定の新省のもとでは、国家科学技術開発
庁(NSTDA)が経済成長および大学による関連分野の
研究に対する支援を実施することで、科学技術振興
に対する主要な役割を果たすことになる。Suvit氏
は科学省の調査部門である NSTDA の組織と予算に関
する改革に早急に着手することを望んでおり、「新
省の発足が承認される前であるが、その要となる
NSTDA から改革を始めたい。」と述べた。 

 

(2018年 6月 19 日 Bangkok Post紙) 
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アクセス 
 

高架鉄道（BTS）Asoke 駅、1 番出口から徒歩 5 分 

地下鉄（MRT）Sukhumvit 駅、1 番出口から徒歩 5分 

 

コンタクト 
 

1016/1, 10th floor, Serm-mit Tower, 159  

Sukhumvit Soi 21, Bangkok 10110, Thailand  

Tel +66-2-661-6533  Fax +66-2-661-6535  

Website: http://jsps-th.org  Email: jspsbkk@jsps-th.org  

facebook: JSPSBangkok 

 

 
■ 表紙写真紹介 
 

 

Wat Rong Kun (วดัร่องขุ่น)（チェンライ、タイ） 

 

タイの古都チェンライに建築され、因習にとらわれない

デザインによって国内外を問わず有名となった寺院。 

 

元画家のチャルムチャイ・コーシッピパット氏が 1997 年

にデザインしてから、地震による一時中断を経て現在に

至るまで建築が続いている。 

 

これまでの寺院建築の伝統を覆す真っ白に塗られた外壁、

随所に隠されたシュールレアリズムを彷彿とさせるメッ

セージ性の高いオブジェなど、見るものを飽きさせない

魅力がある。 

 
■ 編集後記  
 

国際協力員の簑輪(新潟大学)です。皆様のお力添えにより、2018年度第一号のバンコクの風が無事発行の

運びとなりました。 

今回の特集記事は、京都大学 ASEAN 拠点柴山先生より「JUNThai の今後の展望について」というテーマで

御寄稿頂き、タイに進出している日本の大学の今後についてわかりやすくご説明頂きました。ご多忙中にも

かかわらず、執筆のお手間を取って頂き心よりお礼申し上げます。 

第 2 四半期には、タイ国内外で同窓会関係のシンポジウムが実施される時期となりますので、スタッフ一

同気が引き締まる思いです。バンコクの風を受けて漕ぎ出す JSPS バンコクセンターを今後ともよろしくお

願いします。 

 

（バンコク研究連絡センター 国際協力員 簑輪 知佳） 

 
 

 

日本学術振興会バンコク研究連絡センター アクセス＆コンタクト 

監修：山下邦明 編集長：冨山大  

JSPSバンコクニュースレター「バンコクの風」  

編集担当：簑輪知佳、新原卓 
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